
第18回在宅医療・介護連携推進事業多職種連携研修会
アンケート結果

令和5年7月12日（水）実施

■当日参加者数
医師 18
歯科医師 6
薬剤師 15
看護師 39
保健師 7
PA 1
歯科衛生士 4
主任ケアマネジャー 14
ケアマネジャー 7
介護福祉士 2
社会福祉士 7
介護職員 1
ＭＳＷ 2
理学療法士 7
作業療法士 2
管理栄養士 1
救急救命士 1

合計 134

アンケート回収 113 名
アンケート回収率 84.3%

■年齢 ■参加回数
①30歳未満 10 8.8% ①初めて 39 34.5%
②30歳～49歳 50 44.2% ②2～3回 27 23.9%
③50歳～59歳 39 34.5% ③4回以上 47 41.6%
④60歳以上 14 12.4%

■テーマについて ■勉強会について
①非常に興味深い 87 77.0% ①よく理解できた 82 72.6%
②やや興味深い 26 23.0% ②まあまあ理解できた 28 24.8%
③あまり興味ない 0 0.0% ③あまり理解できなかった 3 2.7%
④興味ない 0 0.0% ④理解できなかった 0 0.0%
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■グループワークについて ■今後の自分について
①参考になった 97 85.8% ①非常に役立つ 85 75.2%
②やや参考になった 15 13.3% ②少し役立つ 28 24.8%
③あまり参考にならなかった 1 0.9% ③あまり役立たない 0 0.0%
④参考にならなかった 0 0.0% ④役立たない 0 0.0%

■次回の多職種連携研修会について
①参加したい 97 85.8%
②参加したくない 0 0.0%
③どちらともいえない 16 14.2%
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実際のインタビュー動画が印象に残った

あみだくじで、役を決めての模擬カンファレンスは、他職種を理解する上でも、とても良い企画の研修であっ
た。DVDを流しての導入も、在宅療養を理解する上でも良かった。

患者、家族を中心としたチーム支援に心を打たれた。

在宅は明るいもののイメージがつきました

在宅での医療は、ケアマネジャーさんを中心にあらゆる職種の方々が、患者の尊厳を尊重し、それぞれが何
ができるのか考え、連携していることがわかり、大変勉強になりました。

在宅医療をご利用になられた感想を述べられているDVDをはじめて拝見しましたが、とても満足されているご
様子が印象的でした。多職種がコミュニケーションを十分とり、ご本人、ご家族様を不安にさせない、寄り添う
ケアの大切さを感じました。

B紙に貼っていくのは分かりやすくよかった

こんなに多くの職種が関わっていること

ご家族の急変という言葉。死は自然な経過の流れの中で捉えるべきでは？

それぞれの職種での役割を再確認することができた。
患者と家族の考え方の違いや職種ごとのみていること、やれること、考えていることの違いを感じることがで
きた。

DVDで家族の話を聞けたこと

本人ご家族様が一番どうしたいか。を考え連携して行くことが大切なんだと改めて思いました。

他の職種、包括の保健師さんや社会福祉士、病院医師、看護師、PT、薬剤師、それぞれが別の職種や立場
になって、在宅療養を想像でき、意見を出し合うことができたこと。同じグループの病院医師からも、在宅の
看取りについて、費用や関わる介護サービスなどに関心を持ってもらえた事。

本人やご家族の為にチームが協力する方で色々なことが良い方向に向かうと思いました。

他職種の立場で支援を考えるところは、良い経験になりました。
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■残念に思うところ
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（Zoomについて）
・
・
・

■今後取り上げてほしいテーマ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■ご意見
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・ 今回定員オーバーで現地での参加ができませんでしたが、ズームで配信していただけて大変ありがたかった
です。今後も現地に行きたくてもいけない人がいるでしょうから、ズームで配信していただけると嬉しいです。
グループワークに参加できなくてもズーム越しに考えることができ、また色んな職種の意見が聞けたので学
びに繋がりました。

初めて参加された方が「ケアマネ役」になりましたが、「ケアマネの事ってわからないので、あまり意見は無い
です」とお話でした。折角いろいろな職種の方が参加だったので、仕事内容の概要だけでもわかっていただ
ける時間もあると良かったなって思いました。

zoomより対面で話せることは有意義だと感じました。参加できて良かったです。

久しぶりの対面研修、グループワークも盛り上がり、顔の見える関係づくりにも最適でした。今回のように、
ファシリテーターや発表を担う人が決まっている事で、スムーズな進行、まとめに繋がり良かったです。グ
ループワークが苦手な方にも参加しやすい配慮かと企画していただいた方々に感謝です。また、次回楽しみ
にしています。
今後　在宅医療がますます充実していかれることを祈念致します。

家族映像は分かりやすく、内容も興味深いものでした。このような資料は、有用であると感じました。

ズーム参加者の中にミュート設定していない人が数人いたため外部の音が入り非常に聞きにくかったです。
本部の方で連絡していただけるとありがたかったです。最後の総評でも音声に不備があり残念でした。

久しぶりに会えた方もあり、楽しい時間でした。

後見人制度について

障害や難病の在宅支援
障害児の在宅
退院時カンファレンスの繋がり構築
退院調整

今回のように事例を検討しながら、患者家族に対して、今自分ができること、すべき事を考えたい。
以前にもありましたが、災害時の連携方法や大垣市の助成等。

在宅での医療・生活等に関する意思決定について

久しぶりのGW楽しかったです。いろんな職種の方と話せるといいですね。

後ろの方はVが見えにくく、音ももう少し大きいと良かった。

付箋に何が書かれてあるのか分からなかった。発表もほとんど聞き取れなかった。

在宅看護が他職種で柔軟に成り立っているところ。

在宅医療を受ける家族側になったことのある介護医療従事者（今日の参加者にも居たと思う）からの話

看取りの看護

良い研修だと思います。多職種が集まる貴重な時ですので今後も定期的に、開催して頂けるとありがたいで
す。

退院支援に役立つ。他スタッフにも経験してもらいたいです。

わかっていても　書き出して改めて分かったこともあり、また、色々な職種の方のアプローチ、連携が大切で、
このように会えたことで身近に連携しやすくなるのではないかと思いました。

途中音声が途切れたり、画面が固まったりしてしまったため肝心な所が聞き取れなく残念でした。

グループワークの進め方がわかりにくかった
もう少し上手くいかなかった症例でもよかったと思う

改めて多職種の大切さがわかった

進行係の方が、グルーブそれぞれのメンバーの話を上手くまとめて下さってよかった。進行や発表等苦手な
私にとって本日は緊張する事なく参加でき思いを伝えやすかった。

他職種、在宅について病院では学べない内容を知れた
他職種の方の動きなどわかりやすく解説していただけた。ありがとうございます

独居の方の在宅介護
認知症
嚥下、食支援

薬剤師の介入がまだ少ないところ
薬剤師への他種職の方達の期待がわかった

DNAR指示書の研修

他職種の役割、重要性についてより知ることができた。

病院スタッフは在宅を知らないのか…わかってましたが。理解が深まるとよいです。


